
2019年度  入試問題説明会

理　　科

試験時間は社会とあわせて４０分間です。

　　　　　　　　　午前の部（１０：１０ 〜１０：５０）

　　　　　　　　　午後の部（１４：４０ 〜１５：２０）
理科と社会両方の教科の問題を時間内に解いてください。

問題は１ページから１０ページまでです。

解答はすべて解答用紙に記入してください。

解答用紙に受験番号、氏名を記入してください。

【注　意】



園子さんは、そばに磁石があると方位磁針の向きが変わることに気付きました。そ
こで、方位磁針を使用して様々な実験をしてみました。特に指示がない限り、方位磁
針のぬりつぶしている側を方位磁針のＮ極とします。

（１）  次の文章は、方位磁針について述べたものです。

  方位磁針で、磁石の性質を用いて方位を知ることができます。磁石は、 Ａ
地球も、大きな磁石のように考えることができ、 Ｂ  。

① 空らん Ａ  にあてはまる文として適当なものを次より１つ選び、記号で答
えなさい。

ア．Ｎ極どうし、Ｓ極どうしは引きあい、Ｎ極とＳ極は反発しあいます。
イ．Ｎ極どうし、Ｓ極どうしは反発しあい、Ｎ極とＳ極は引きあいます。

② 空らん Ｂ  にあてはまる文として適当なものを次より１つ選び、記号で答
えなさい。

ア．方位磁針のＮ極は北を向くので、北極をＳ極と考えることができま
す。

イ．方位磁針のＮ極は北を向くので、北極をＮ極と考えることができま
す。

ウ．方位磁針のＳ極は北を向くので、北極をＳ極と考えることができま
す。

エ．方位磁針のＳ極は北を向くので、北極をＮ極と考えることができま
す。
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（２）  図１のように、南北にのびた導線に、北向きに電流を流しました。導線の下
側に方位磁針を置いたとき、方位磁針の向きとして適当なものを、次より１つ
選び、記号で答えなさい。

図１

（３）  図２のように、電池と３個の同じ豆電球をつなぎました。図２の点Ｐ、Ｑの
下側に方位磁針を置いたとき、方位磁針の向きについて、正しく述べているも
のを次より１つ選び、記号で答えなさい。ただし、導線と方位磁針の距離は点
Ｐ、Ｑとも同じとします。

図２

ア．どちらの点でも方位磁針のＮ極は東側に同じだけふれた。
イ．どちらの点でも方位磁針のＮ極は西側に同じだけふれた。
ウ．どちらの点でも方位磁針のＮ極は東側にふれるが、点Ｑの方位磁針よ

りも点Ｐの方位磁針のほうが大きくふれた。
エ．どちらの点でも方位磁針のＮ極は西側にふれるが、点Ｑの方位磁針よ

りも点Ｐの方位磁針のほうが大きくふれた。
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（４）  点Ｐ、Ｑの電流の大きさを測定できる電流計のつなぎ方を、それぞれについ
て次より１つずつ選び、記号で答えなさい。
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　塩酸にアルミニウムを加えると、気体が発生します。ある濃
のう

度
ど

の塩酸500mLを三角
フラスコに入れ、十分な量のアルミニウムを加えて、よくかき混ぜながら30秒ごとに
発生する気体の体積を測定しました。アルミニウムを加えてからの経過時間と、30秒
間で発生した気体の体積の関係は、表１のようになりました。ただし、塩酸の体積、
温度は変化しないものとします。答えは、小

ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
数第３位以下があるときは、四捨五入し

て
ああああああああああああああああ

小数第２位まで答えなさい。

　表１
経過時間［秒］ ０〜 30 30 〜 60 60 〜 90 90 〜 120
30秒間で発生した気体の体積［cm3］ 8 .1 5 . 4 3 . 6 2 . 4

（１）  塩酸にアルミニウムを加えたときに発生する気体について、次の問いに答え
なさい。

① この気体の名
めい

称
しょう

を答えなさい。

② この気体の性質として正しいものを次よりすべて選び、記号で答えなさい。

ア．空気より軽い。
イ．助燃性がある。
ウ．空気中に約20％ふくまれる。
エ．鼻を刺

さ

すような臭
にお

いがある。
オ．水によく溶

と

けて酸性を示す。
カ．火をつけると燃える。

③ この気体を集める方法としてもっとも適している方法を何といいますか。

④ この気体が発生する操作を次よりすべて選び、記号で答えなさい。

ア．塩酸に石灰石を加える。
イ．塩酸に銅を加える。
ウ．塩酸に鉄を加える。
エ．水酸化ナトリウム水

すい

溶
よう

液
えき

にアルミニウムを加える。
オ．過酸化水素水に二酸化マンガンを加える。
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（２）  次の①、②を表したグラフとしてもっとも適当なものを、次より１つずつ選
び、記号で答えなさい。

①　経過時間（横
よこ

軸
じく

）と、その時間までに発生した気体の体積の合計（縦
たて

軸
じく

）
②　経過時間（横軸）と、塩酸の濃度（縦軸）
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（３）  アルミニウムを加えてから120秒〜 150秒後の30秒間で発生する気体の体積
は何cm3ですか。
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　図１は母親の体内にいるヒトの胎
たい

児
じ

の様子を表しています。

図１

（１）  図１のような胎児が育つ器官の名
めい

称
しょう

を答えなさい。また、図１のＡの名称を
答えなさい。

（２）  ヒトは母親の体内で受精して、何週育ってから生まれますか。次より１つ選
び、記号で答えなさい。

ア．約18週
イ．約38週
ウ．約58週
エ．約78週

（３）  図１のＢは複数の血管でできています。Ｂの説明として正しいものを、次よ
り１つ選び、記号で答えなさい。

ア．血液がＰの方向に流れる血管のみでできている。
イ．血液がＱの方向に流れる血管のみでできている。
ウ．血液がＰの方向に流れる血管と、血液がＱの方向に流れる血管ででき

ている。

― 7 ―

3

Ａ
Ｐ

Ｑ

Ｃ

Ｂ



（４）  図１のＣの部分は液体で満たされています。

① Ｃの部分の液体の名称を答えなさい。

② Ｃの部分の液体のはたらきの説明として正しいものを次より１つ選び、記号
で答えなさい。

ア．胎児から出る二酸化炭素の多くを溶
と

かし込む。
イ．胎児から出る便を分解する。
ウ．胎児に必要な養分の多くをふくみ、胎児の成長を助ける。
エ．外からの衝

しょう

撃
げき

を和らげ、胎児を守る。

（５）  ヒトの赤ちゃんは生まれてすぐに産声を上げます。産声を上げると同時に、
それまでしていなかったあることを始めます。その説明として適当なものを次
より１つ選び、記号で答えなさい。

ア．目が開き、見えるようになる。
イ．手足を動かすことができるようになる。
ウ．肺で呼吸ができるようになる。
エ．尿

にょう

を出すことができるようになる。
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図１

Ａ

Ｂ

Ｃ

図１のグラフＡ〜Ｃは、横
よこ

浜
はま

市である３日間の気温を１時間ごとに測定したもので
す。天気はそれぞれ異なり、雨の日、晴れの日、晴れ時々くもり一時雨の日がありま
した。
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（１）  現在、日本全国各地に無人の気象観測装置が設置され、様々なデータを気象
庁に自動的に送信しています。このシステムを「地域気象観測システム」とい
います。このシステムの略

りゃく

称
しょう

をカ
ああああああああ

タカナで答えなさい。

（２）  観測した３日間のうち、晴れ時々くもり一時雨の日はどの日だと予想できま
すか。図１のグラフＡ〜Ｃより選び、記号で答えなさい。また、その理由とし
てもっとも適当なものを次より１つ選び、記号で答えなさい。

ア．最低気温がもっとも高いから。
イ．１日の気温変化がもっとも小さいから。
ウ．急激に気温が上がったり、下がったりしているから。
エ．もっともなだらかに気温が上がっているから。

（３）  図１からわかることとして、適当なものを次より１つ選び、記号で答えなさ
い。

ア．１日のうち気温が１番下がるのは、必ず明け方である。
イ．横浜市はこの３日間のうち、２日間は真夏日である。
ウ．太陽の高度が上がれば、気温は必ず上がる。
エ．気温が下がったのは北風がふいたからである。

（４）  晴れている夜には気温が下がりますが、くもっている夜は気温が下がりにく
くなります。気温が下がりにくくなる理由を「雲が多いと」に続けて、説明し
なさい。

（５）  平均気温や海水温の上
じょう

昇
しょう

は地球の各地で見られ、地球が温暖化していると言
われています。海水温の上昇により海面上昇が起こる理由としてもっとも適当
なものを次より１つ選び、記号で答えなさい。

ア．海水の塩分濃度が上がるから。
イ．海から発生する台風の数が増えるから。
ウ．海水がぼう張するから。
エ．海水に溶ける酸素の量が減るから。




